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愛知大学中部地方産業研究所プロジェクト研究「地域におけるオープンデータ活用の可能性と課題」シンポジウム

地域におけるオープンデータ活用の可能性と課題を
テーマとして、多様な主体との連携などにより、
オープンデータの推進とその活用を行っている先進
事例を知り、これからの東三河地域におけるオープ
ンデータを活用したまちづくりを推進していくため
の課題やあるべき姿について議論します。


